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D-1 

 

D-1：接触感染 
 

患者との直接接触（体位変換や入浴介助など）や、汚染された医療器具・環境など

を介した間接接触によって起こる感染。医療従事者の手指を介して、患者へ媒介・

伝播されることが重要な点である。 

 

 

接触感染の具体的予防策 
 

1) 患者配置 

個室に収容する。個室管理ができない場合は、同じ微生物による感染患者を1つの 

病室に集めて管理する。 

 

２）手袋・手指衛生 

 標準予防策の使用に加え、病室入室時には手袋を着用する。 

 手袋着用前後には、必ず手指衛生を行う。 

 

３）ガウンテックニック 

 標準予防策の使用に加え、体位変換やシーツ交換、排泄介助などで患者や臥床

環境に密接に接触する場合や、患者に被覆されていない創部ドレナージなどが

ある場合には、病室入室時に清潔なガウンを着用する。 

 

４）患者移送 

患者の病室からの移送、移動は必要不可欠な目的にのみ制限する。やむを得ず 

移送、移動を行うときには、感染部位や感染源となるものが周囲に直接接触しないよ

う 

対策を講じる。 

 

５）患者使用器具 

 血圧計・聴診器・体温計などの医療器具は患者専用にすることが望ましい。 

 やむを得ず共有する場合は、他の患者に使用する前に適切な洗浄消毒を行う。 

 


